
我が家の避難マニュアル
（鎌倉駅周辺からの津波避難対応）

浅羽野の陽だまり

防災の広場地震研究会



時点
到達時間 津波高

１３分 ３．０ｍ

３０分 ７．１ｍ

浸水深さ ビル高さ換算

５～８ｍ ２階天井下

３～４ｍ １階天井超え

２～３ｍ １階天井下

５～８ｍ ２階天井下

２～３ｍ １階天井下
浸水しない標高３１ｍ

対象 避難先

ｴﾘｱ別避難場所

源氏山

御成中学校

②強い揺れや揺れの時間が長い場合は津波が発生する可能性が大きいので、
　 全ての行動を中止し地震情報待たずにすぐに避難を開始する。地震情報の
　 収集（２～３分程度かかる）に時間をかけたことが生死を分けることをなるか
　 もしれないことを忘れないこと。

③避難を開始する家族全員で目的地と避難ルートをすばやく確認しあい、非常
　 持出し袋を持って避難行動を開始する。非常持出し袋がすぐ持ち出せない
　 場合は探すことに時間をかけず避難行動を優先する。

長男
(御成小)

学校にいるとき
学校の指示に従い避難する。（一次避難場所：御成小、二次避難場所：源氏山、頼朝銅像
前）

登下校中
自分の判断で御成中学校か市役所先の御成トンネルの近い方に避難する。けして自宅に
戻ってはいけない。

津波に対する我が家の避難基本ルール

自宅にいる場合 御成中学校

登下校中

長女
(御成中)

御成中学校

市内外出中

全員

状態
自宅から避難する場合はまず由比ガ浜通りに出て江ノ電の踏み切り方向に向い、御成通り
に入りすぐ左折して御成中に向う。左折した時点で前方が家の倒壊や火災で通行出来ない
と判断される場合は左折を止め、御成通りを鎌倉駅方向に向う。鎌倉駅から市役所通りに
入り御成ﾄﾝﾈﾙ先の鎌倉税務署方向に避難する。

地震に遭遇した地点のブロックの避難場所に自分の判断で避難する。けして自宅に戻って
はいけない。

学校の指示に従い避難行動すること。（迎えに行くまで御成中にとどまること）

自分の判断で御成中学校に戻ること。けして自宅に戻ってはいけない。

学校にいるとき

市内エリア別避難場所・避難経路マップ

2018年7月7日

南海ﾄﾗﾌ地震時の津波想定

御成中学校
御成小学校

駅南側JR高架下

駅東口

駅西口

行動パターン

②調理中の場合は余裕があればまず火を消す。揺れがひどいのに無理して
　 消火すると大火傷するので無理な消火はしない。

①火の始末をする。屋外への逃げ道を確保し家族の安全を確認する。

第１波

最　大

自宅(御成町6町目)

場　所

時　点
地震
発生

①無理に動かずしっかりしたのもにつかまり振動に耐える。
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れ
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地震発生直後の行動

主な場所別津波浸水深さ

我が家の巨大地震避難マニュアル（津波からの避難） 改定－１

避難にあたっての留意点
①恐怖を感じるような大きな揺れや１分以上の長い揺れを感じたらすぐに避難を開始する。地震後約３分程度で津波情報がでるので
　 火の始末や身支度をしながらラジオで津波情報を確認しながら避難を開始する。

③せまい路地では家やブロック塀の倒壊や火災で想定していた避難経路を通れないことがあるので、その場合は臨機応変に避難
　 経路や避難場所を変更する。またかならず徒歩で避難すること。
④ＪＲの踏切に電車が停車していて渡れない場合は危険な線路内に入らず、別な踏切で横断するか避難場所を変更するかをすぐ
　 判断して避難を継続する。

②津波からの避難は高台をめざして避難するのが基本であるが最悪な状況と判断したら津波避難ビル他しっかりしたビルに逃げこみ
　 非常階段で極力上層階へ避難する。
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御成ﾄﾝﾈﾙ先

佐助ﾄﾝﾈﾙ 空地

御成中

笹目町高台

抄本寺

寿福寺方向高台

大町高台
大寳寺

鶴岡八幡宮

駅東西連絡通路

踏切（平面交差）

橋

踏切（立体交差）

【凡例】

自宅位置（仮想）

避難場所

エリア（Ａ）

エリア（Ｂ）

エリア（Ｃ）

エリア（Ｄ）

エリア（Ｅ）

エリア（Ｆ）

エリア（Ｇ）

エリア（Ｈ）



NO 数量・備考

1 ２個

2 １台

3 １本／人

4 １着／人

5 １台

6 対象機器１回充電分

7 千円札で５～１０枚程度

8 雨天に備えてﾋﾞﾆｰﾙｹｰｽに入れる。

9 ３枚／人

10 ３枚/人

11 ３個／人

12 １枚

13 １０ｍ程度

14 １枚／人

15 １本

16 おやつ１回分程度

17 家族の状況考慮して準備

⑧２ヶ月に１回程度家族で本避難マニュアルの再確認や変更点を話し
　 合いう我が家の防災会議の開催する。

予備乾電池

現金

地図（鎌倉市発行「ぼうさい読本」他）

コンビニ袋（簡易トイレ用）

新聞紙（簡易トイレ用）

携行食料（保存がきく菓子、飴玉等）

その他（持病の薬他無いとすぐにこまる物）

⑤鎌倉市発行の「ぼうさい読本」や本マニュアルを熟読して市内全体の津波
　 による浸水領域や避難場所を熟知しておく。

⑥「我が家の巨大地震避難マニュアル」を基に各エリアから避難場所までを
　 実際歩いて避難経路や途中の危険個所（ブロック塀他）の確認及び
　 避難時間を測定する。所定の時間内で避難できない場合は避難経路や
　 避難場所の変更を行い本マニュアルを修正する。

ポケットティッシュ

ブルーシート（小ｻｲｽﾞ、色：グレー）

荷造りひも（太目のビニール製のもの）

タオル

カッターナイフ

避難場所(標高） 避難経路

(1)エリア(A) 寿福寺境内(14.6m) JR横須賀線に沿って北上して寿福寺へ避難する。

(4)エリア(E) 笹目町高台(29.4m)

笹目町の高台をめざして避難する。江ノ電の和田塚駅から避難する場合は、まず和田塚駅
を北上して由比ヶ浜通り(県道113号線)に出て右折し、「六地蔵」の交差点を左折して笹目町
方向に向う避難経路が考えられる。

鎌倉税務署(15.2m)
市役所通りを御成ﾄﾝﾈﾙに向けて避難し、ﾄﾝﾈﾙを抜けた先の高台に避難する。もし御成ﾄﾝﾈ
ﾙが通行できない場合は市役所前の路地を佐助ﾄﾝﾈﾙ方向に向かいぶ空地に避難する。

(3)エリア(D)
  (自宅エリア)

御成中学校(31.4m)

御成中を目指して避難する。自宅から避難する場合はまず由比ガ浜通りに出て江ノ電の踏
み切り方向に向い、御成通りに入りすぐ左折して御成中に向う。左折した時点で前方に家の
倒壊や火災で通行出来ないと判断される場合は左折を止め、御成通りを鎌倉駅方向に向
う。鎌倉駅から市役所通りに入り御成ﾄﾝﾅﾙ先の高台に避難する。

①ＬＩＮＥ（スマホアプリ） 家族のＬＩＮＥ使用者全員に安否情報や現在の居場所などを送る。

②電子メール（スマホアプリ） 家族の携帯メール保有者全員に同報で安否情報や現在の居場所などを送る。

市内エリア別避難場所・避難経路マップ

(2)エリア(Ｂ)
佐助ﾄﾝﾈﾙ付近空地
　　　　　　　（17.8m)

佐助ﾄﾝﾈﾙ付近の空地をめざす。JR横須賀線の東側に居る場合で踏み切りや駅の東西連
絡通路が通れない場合は小町通りまたは若宮大路で鶴岡八幡宮に避難する。

(3)エリア(Ｃ)

(7)エリア(H)

①大寳寺[たいほうじ]
　　(12.3m)
②大町３丁目高台
(12.4m)

このエリアにいる場合は大寳寺又は大町３丁目付近の高台に避難する。材木座一丁目方
向からの避難はＪＲの線路を越えてくる必要があるが万が一踏切で電車が停止している場
合は臨機応変に別な踏切に素早く廻り込むよう抜け道を検討しておく必要がある。

(5)エリア(F) 鶴岡八幡宮(11.8m)

このエリアは津波到達の北端部に位置するが西に横須賀線の線路、東側は滑川に阻まれ
東西の山側に避難するの難しい地域でもある。このため避難場所は反海側の鶴岡八幡宮
とし、地震後直ちに若宮大路を利用して鶴岡八幡宮方向に避難する。避難路は小町通りな
ども考えれれるが家の倒壊や火災が発生すること前提に居場所から一旦若宮大路出て鶴
岡八幡宮に向う経路を基本とする。

(6)エリア(G) 妙本寺(24.7m)
このエリアにいる場合は東の山側にある妙本寺の高台に避難する。大町１丁目のＪＲ踏切
付近からは妙本寺参道入口まで約600mで徒歩で８分程度かかる。妙本寺参道入口から本
堂までは急な上り坂がある。

地震時の居場所

★非常持出し袋はリュックサックに詰込み玄関に備付して
いざと言うときすぐ持ち出せるようにする。

①津波からの避難の基本原則は「人にかまわず各自がばらばらに高台に逃げる」、「自分の命は自分で守れ」、「他人を助けられなく
　 てもそのことを非難しない」と言う東北地方に伝えられる「津波でんでんこ」の考え方である。この考え方はまた家族全員が助かる
　 唯一の方法でもあり普段家族で共有しておく必要がある。

②近隣の人が避難していなくても他人の行動に左右されてはいけない。津波からの避難は一刻を争う｢生死を分ける避難行動｣で
　 あること忘れず ｢率先して避難｣する。避難しない人も率先して避難する あなたを見て避難行動を開始する ことは東日本大震災
　 でも実証されており、結果として多くの人々を救うことになる。

津波避難行動の基本原則

③津波は１波より２・３波など後からくる波が大きくなることがあるので津波警報が解除されるまでは避難場所で待機することが重要だ。

③ＮＴＴ災害伝言ﾀﾞｲﾔﾙ(171)
避難場所などに設置されている有線電話や公衆電話があればこの電話でＮＴＴの伝言ダイアルで安否情報
や現在の居場所などを伝言する。

緊急時の家族間連絡方法

連絡手段 連絡方法・内容

普段の備え 非常持出し袋の内容
①家具や電化製品の転倒防止対策を行う。

②夜間の地震に備え各寝室に懐中電灯を備付ける。（巨大地震が発生した
　 場合は地震の直後から広域な停電が予想され夜間は照明なしでは避難
　 行動をとるのが難しい状況となることを想定しておくこと）

③就寝するまえに翌日の着がえを枕元に準備しておく。（緊急避難用に
　 季節に合わせた着がえを枕元に用意しておく方法もある。
　 着替えが用意してあっても身支度するのに大人でも３分程度時間を
　 費やすことを避難時間に考慮しておく必要がある）

④緊急避難用に最小限の防災用品を入れた非常持出し袋を準備して玄関
　 付近に備付ける。（津波からの避難は時間との勝負なので避難する際に
　 非常持出し袋が見つからないときは何も持たないですぐ避難を開始する）

用品名

懐中電灯（LED式)

携帯ラジオ（電池式）

飲料水（500mlペットボトル)

簡易ﾋﾞﾆｰﾙﾚｲﾝｺｰﾄ

携帯電話用乾電池式充電器　　

⑦登下校中に地震があった場合を想定して実際に子供と一緒に避難場所
　 まで歩く避難訓練をする。（自宅に戻らず自分の力で避難場所まで行く訓練）


